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■石原正敬プロフィール
生年月日：昭和46(1971)年11月29日
三重郡菰野町生まれ
【経歴】
・ 名古屋大学大学院教育発達科学研究科助手
・ 三重県議会議員
・ 菰野町長

【現職】
・ 名古屋大学大学院教育発達科学研究科

 附属授業研究国際センター 研究員

【主な所属】
・議院運営委員会
・財務金融委員会  ・環境委員会
・災害対策特別委員会 ・政治倫理審査会
・原子力問題調査特別委員会
【主な党役職】
・総務会 総務
・国会対策委員 陪席  ・観光立国調査会 幹事
・中小企業・小規模事業者政策調査会 幹事
・団体総局 国土・建設関係団体委員会 副委員長
・住宅土地･都市政策調査会 事務局次長
・整備新幹線等鉄道調査会「地域鉄道のあり方
に関するPT」・物流調査会 幹事

・女性活躍推進特別委員会 事務局次長
・下水道･浄化槽対策特別委員会SNS一覧LINE

■令和6年菰野町消防出初式（01.14）

令和６年能登半島地震とその関連の事故によって犠牲になられたすべての方々に
哀悼の誠を捧げるとともに、被災された皆様に衷心よりお見舞い申し上げます。被
災地の皆様の安全と一日も早い復興に向け迅速に対応して参ります。

各地で開催された賀詞交歓会・新年総会でご挨拶をさせていただきました。
（写真①萬古陶磁器振興協同組合連合会、写真②三重県美容業生活衛生同業組合、
写真③四日市歯科医師会)

菰野町消防出初式にお邪魔しました。
団員の皆さんにご挨拶し、一斉放水を見
学しました。放水をする団員の皆さんの
勇姿を拝見して、町民の生命と財産を守
るための消防団活動を広く推進する必要
があると感じました。

■令和6年四日市市消防出初式（01.14）

四日市市霞ヶ浦緑地公園内で開催された四
日市市消防出初式に出席致しました。各消防
団の車両などによる分列行進を皮切りに、式
典やアトラクションが行われました。大規模
災害の発災直後には、共助の中心的役割を果
たす消防団の力は不可欠です。今後も消防団
関係者の活動に期待致します。

今後推進頂きたい施策として、事務サー
ビス向上に繋がる庁内情報システムの一元
化と各町の特性に応じた特典等考慮してマ
イナンバーカードの交付率向上を計って頂
きたいとお願い致しました。町の今後を見
据えた必要なインフラ整備の実現と適切な
土地利用を考えて頂きたいと言うことをお
伝えし、国としても交付金等により支援を
行なっていく姿勢であるとお話しさせて頂
きました。

■自由民主党北勢地区町議会議員連絡協議会勉強会（01.14）

■三重大学伊藤学長・木下事務局長 来所
（01.17）

三重大学より県全域を教育研究フィールド
として事業展開をしていく、教育研究展開構
想(案)の説明を受けました。少子化時代におけ
る、三重県の高等教育のあり方について意見
交換を致しました。

■賀詞交歓会・新年総会にてご挨拶（01.12、13、15、1８、19）

① ③②

■国交省要望（01.16）

森 四日市市長･末松 鈴鹿市長･小川 四日市
商工会議所会頭と共に国土交通省 岸川道路
局次長へ国道1号北勢バイパス要望を行いま
した。国道1号、23号の渋滞は経済活動の阻
害要因であり、生活環境の悪化にも繋がって
います。また防災の面からも津波浸水被害を
受ける恐れのある1号、23号に代わる緊急輸
送道路として北勢バイパスの早期整備が必須
です。元旦発災の能登半島地震の道路等の被
害状況を忘れてはならないと思い、強く要望
いたしました。

〈討議資料〉
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